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　今年も長洲（北帝廟遊樂場足球場）にて、饅頭節（包山嘉年華。嘉年華＝
carnival）が開催されます。5月16日から21日の深夜まで、長洲島はお祭
りです！　2005年に復活した饅頭争奪戦「包山比賽」、ご覧になったこと
はありますか？
　見たことのない方に朗報です。永田さん[009]の写真展「長洲饅頭節」、
六本木で開催。写真で香港をたっぷり味わえます。
   詳細は同封の資料をご覧ください。

『現代の香港を知るKEYWORD888』が彼女の目に留まっ

たことが取材のきっかけのようでした。

「香港の魅力は？」「初めて香港に行ったときの印象

は」「その頃と、97と、現在の香港の変化についてど

う思うか」「自分の住む町の変化はどう感じるか」な

ど、次々と繰り出されてくる質問に即興で答えて、あ

っという間に時が経ちます。日本語がとても上手な記

者さんですが、会話は広東語と半々。自分にとっても

内容によっては広東語の方がすっきりするから不思議

です。あっ、もちろん声調にかなり難ありの私ではあ

るのですが、不思議と通じました。

　話を続けているうちに、自分で話していることがち

ょっと矛盾というか、2種類あるように思えてきまし

た。例えば携帯。香港では便利だしバスの中でも使う

のに、東京では使わない。両地の文化の差ではあるけ

れど、私はやはり分割できない1人の人間なのだ。ビ

ジネスのスピード感や決定の速さ（粗さ）の違いも大

きな差がある。そんな話を重ねているうちに気づいた

のは、自分の中に2つの価値観があること。何事もキ

チンと調べて段取りを踏む日本式。コレ結構好きです。

自分を中心に据えてハイスピードで決する香港式。こ

れもいいなぁ。もしかすると、日本で仕事していると

き、題材によって日港いずれかのスタイルを切換えて

いるのかもしれないと、彼女と話していて気づきまし

た。

 混ざらぬ2つのスタイルを知らぬ間に身につけるよう

になっていた。これは香港に感謝してもよい私の発展

だったのかもしれません。

……ということで、小柳会長はなんと、近日中に香港の新聞

〔香港經濟日報〕に載るかもしれないのです！実現したら、

現物の写真を交えて、会報上であらためて報告いたします。

お楽しみに！

嘉年華って、なーんだ？

ふたつのスタイル

　4月に、香港の記者から取材を受けるという機会が

ありました。2回で合計5時間以上、質問と答えそして

雑談を交えて話を続けました。下調べが非常にしっか

りしていて、私の住んでいる町の歴史にまで質問が及

び、まったく舌を巻くほどです。

　香港に興味を持つ日本人の人物像を取り上げるとい

う新聞記事のための取材だそうで、私が編著者である

永田幸子写真展
             〔 5/14～20、六本木富士フイルムフォトサロン 〕
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大型連休に香港行き、という方もいらっしゃいましたか？　写真や面白い話があっ

たら、ぜひ送ってください。東京でだらだら過ごした秘書長は、永田さんの写真展

で久しぶりに香港に触れるのがとても楽しみです。

さて、2月に香港マラソンに行ったときの写真です。協会のゼッケンをつけて走りま

した。来年の香港マラソンを目指す仲間を随時募集中。ゼッケン、ご用意しますよ

[会報担当・002]

「こんな姿の人が会員にいた？」とお悩みの方のため

に、近影を付けておきます。いまは立派な貫禄の関根

さんです（第1回トラムパーティのスナップより）

現地の知人の方に教えられて購入されたそうですが……

知りませんでした、Tempoの箱ティッシュ！

最近出たものらしいそうなので、香港に行ったら探してみたい

です。

（なんだかもったいなくて、まだ開けていません）

ご自宅の車のナンバー、これだそうです。

うちも次回購入時は……真似しようかなぁ。

（買い換える予定＆余裕もない我が家だが…）

「馬利奥先生、私がお迎えに上がりました」と言わんばかりのCX機に成田で搭

乗、機内モニターで訳のわからん広東語放送眺めてテンションを高め、香港機

場で大勢のCX機仲間に歓迎される瞬間、最も心がときめきます。初訪港は1992

年12月3～6日。

「市街地の上をこんなに低く飛行機が飛んじゃいけないでしょ！」の香港カー

ブと啓徳機場の雑然さに衝撃を受け、早くも2日目には灣仔・龍門大酒樓にてデ

ィープな初飲茶。それまでの常識が根底から覆されるのをただ受け入れるしか

ない私。JAL命だったのに國泰迷となり、船は苦手なのに天星小輪迷となり……。

　HKPTAに入れていただき丸6年。この摩訶不思議集團からは香港の街以上の刺

激を受け、銀座の写真展で自分の中の香港を広報することに味を占め、とうと

う啓徳機場の回想本を出してしまうまでに至るのです。

　いつも香港を感じていたい馬利奥の夢、それは現在の弁当屋を発展させて「東

京オヤジが朝のひととき中国茶をすすりながら新聞広げてまったり過ごせる、

茶餐廳とも飲茶屋ともつかない店を開くこと」ですかね？

[028]　鶴丸さんよりいただきました。

[011]　荒木さんよりハガキがきました。

●後記

トラムと同じくらいスリム！だっ
た初訪港3日目の私、北角・春秧街
にて（その後太めに育ったのはお
そらく、叉焼包と蛋撻と香港情報
のお陰かな!?）

「なにをいまさら……」なーんて声がどこからか聞こえてきそう
な私の會員簡介。まぁ、しばしお付き合いのほど。

今回は珍しく、紙面に余裕があるので、

会員の方から最近いただいたネタをふたつほどご紹介します。 [文・002]

会員紹介もひととおり終わったし……などと思っていた

ら、なんとこの方にまだお願いしていなかったことが判

明。実はだれもが知ってるんですけどね（笑）


